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12
仲
間
と
つ
な
い
だ
熱
い
絆

　

秋
の
長
島
路
を
た
す
き
で
つ
な
ぐ
長
島
一
周
駅
伝

が
開
催
さ
れ
、
日
夜
練
習
を
重
ね
て
き
た
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
＝
Ｐ
２
）



たすきに伝わるチームの思い
第 58 回長島一周駅伝大会

　

11
月
16
日
、
第
58
回
長
島
一
周

駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
全
長
36
㌔
に

及
ぶ
起
伏
の
激
し
い
長
島
路
に
、

中
学
校
の
部
８
チ
ー
ム
１
１
２

人
、
高
校
・
一
般
の
部
17
チ
ー
ム

１
８
７
人
の
選
手
が
参
加
し
、
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
長
島
町
役
場
前
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス

で
、午
前
10
時
の
号
砲
と
と
も
に
、

各
チ
ー
ム
の
思
い
を
こ
め
た
25
人

が
一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
沿

道
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
、
選
手

一
人
一
人
に
大
き
な
声
援
を
送

り
、
声
援
に
後
押
し
さ
れ
選
手
ら

は
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。

　

長
島
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
の
門
元
政
文

さ
ん
（
蔵
之
元
）
は
、
息
子
の
祥

太
さ
ん
、
光
生
さ
ん
、
和
哉
さ
ん

と
そ
れ
ぞ
れ
別
の
チ
ー
ム
で
参

加
。
60
歳
で
23
回
目
の
挑
戦
と

な
っ
た
政
文
さ
ん
は
「
親
子
４
人

で
参
加
で
き
る
の
は
最
初
で
最
後

か
も
。
そ
れ
ぞ
れ
が
チ
ー
ム
の
た

め
に
た
す
き
を
渡
す
こ
と
が
で
き

満
足
」
と
話
し
ま
し
た
。
３
区
で

次
男
の
光
生
さ
ん
と
兄
弟
対
決
を

し
た
三
男
の
和
哉
さ
ん
は
「
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
が
き
つ
か
っ
た
。
お

兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
た
の
は
悔
し

か
っ
た
け
ど
、
将
来
は
ま
た
兄
弟

で
走
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

高校・一般の部
１ 東陸友会 2:12:01
２ 東町漁協 2:19:29
３ 獅子島駅伝クラブ 2:19:49
４ よせなべ 2:20:10
5 長島 NRC 2:23:39
6 ランナーズ 2:24:33
7 黒牛会 2:26:02
8 消防 119 2:28:55
9 キングダッシュ OB 2:32:44

10 長島町消防団 2:36:28
11 長島町役場 A 2:36:34
12 東 OB クラブ 2:39:36
13 青年団 2:41:16
14 長島町教職員 2:48:38
15 長島 OB クラブ 2:51:23
16 長島町役場 B 2:55:52
17 鹿児島相互信用金庫 3:45:11

中学校の部
１ 長島中学校Ａ 2:18:05
２ 鷹巣中学校Ａ 2:18:55
３ 平尾中学校 2:24:00
４ 川床中学校 2:24:53
５ 獅子島中学校 2:31:47
６ 鷹巣中学校Ｂ 2:32:33
７ 長島中学校 B 2:35:37

◇永年選手賞
25 年選手賞
　谷尾政満（ランナーズ）
20 年選手賞
　下平正明（東町漁協）
　大堂光幸（長島 OB クラブ）
　大平和城（長島 OB クラブ）
　長元耕平（東陸友会）
　岩内哲也（獅子島駅伝クラブ）
15 年選手賞
　原田政博（東 OB クラブ）
　梅川昭太（獅子島駅伝クラブ）
10 年選手賞 
　内田秋宏（黒牛会）
　丸橋雄太（長島町役場）

↑ラストスパートをかけ厳しい表情に
　（指江中継所）

↑たすきを受けとり駆け出す選手
　（平尾中継所）

↑３連覇を果たし笑顔でゴールする
　東陸友会の選手

家族で競い合った門元さん親子↓

長
島
町
小
・
中
学
校

音
楽
発
表
会

区間新記録（中学校の部）
１区 小崎将輝（鷹巣中学校 A）   9:11

6 区 大西豪（長島中学校 A) 12:12

11 区 塚田亜美（長島中学校 A)   9:24
区間新記録（高校・一般の部）

1 区 濵村要（東陸友会） 9:10

4 区 竹口俊（東 OB クラブ） 12:52
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秀でた一芸を披露

長
島
町
総
合
文
化
祭

　

11
月
６
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
第

８
回
長
島
町
小
・
中
学
校
音
楽
発
表

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内
14
の
小
・
中

学
校
か
ら
児
童
・
生
徒
６
０
０
人
が

参
加
し
、
各
学
校
ご
と
に
合
唱
や
合

奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

各
校
と
も
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
観
賞
に
訪
れ
た
保
護
者
ら
か
ら

拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
出
演
し
た
本
浦
小
学

校
は
、
パ
ー
ト
ご
と
に
野
菜
の
名
前

を
叫
び
続
け
る
「
野
菜
の
気
持
ち
」

と
い
う
ヴ
ォ
イ
ス
・
リ
ズ
ム
を
披
露
。

合
唱
と
も
異
な
る
不
思
議
な
リ
ズ
ム

に
、
観
客
席
か
ら
は
時
折
笑
い
声
も

聞
こ
え
る
ほ
ど
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
演
目

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
直
前
に
は
、
各
学
校
の
教

職
員
ら
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
三
重
奏

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
奏
も
あ
り
、児
童
・

生
徒
ら
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
で
企
画
主

幹
兼
舞
台
監
督
を
務
め
る
瀬
戸
口
浩

氏
は
「
素
敵
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
も
っ
と

練
習
し
て
、
自
分
た
ち
の
演
奏
に
引

き
寄
せ
る
音
楽
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

長
島
町
小
・
中
学
校

音
楽
発
表
会

　

11
月
９
日
と
10
日
に
は
、
同
ホ
ー

ル
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で
、
第
８
回
長

島
町
総
合
文
化
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
日
の
前
夜
祭
で
は
、
ホ
ー
ル
内

の
舞
台
で
、
町
内
の
バ
レ
エ
や
日
本

舞
踊
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
団
体
が
多
数

出
演
し
、
卓
越
し
た
芸
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

翌
10
日
に
は
、川
添
健
町
長
が「
文

化
ホ
ー
ル
は
改
修
工
事
を
行
い
、
県

内
で
も
有
数
の
施
設
・
設
備
が
整
っ

た
。
今
後
も
大
い
に
活
用
し
て
、
長

島
の
文
化
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
第
15
回
な
が
し
ま
造

形
美
術
展
」
の
表
彰
式
な
ど
も
行
わ

れ
、
入
賞
し
た
各
種
団
体
の
代
表
者

ら
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
、
前
夜
祭
に
引
き
続
き
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
合
唱
な
ど
の
演
目
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
盆
栽
や
陶
芸
、
書

道
な
ど
の
非
芸
能
部
門
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
ら
が
観
賞
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
刺
し
ゅ
う
を
展
示
し
た
岩

下
美
保
子
さ
ん（
汐
見
集
落
）は「
作

品
は
数
年
か
け
て
製
作
す
る
。
細
か

い
作
業
で
、
途
中
で
何
度
も
投
げ
出

し
た
く
な
る
が
、
出
来
上
が
っ
た
時

の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
、
言
葉
に
で

き
な
い
」
と
苦
労
し
た
作
品
へ
の
思

い
を
話
し
ま
し
た
。

↑演奏中、パフォーマンスを見せる鷹巣小学校 ↑絶妙なリズムの本浦小学校のヴォイス・リズム

↓
ロ
ビ
ー
前
に
飾
ら
れ
た
鉢
植
え

↑
作
品
に
見
入
る
来
場
者

獅子島幼稚園児による踊り↑
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第６回長島おさかな祭り
活きのいいのが揚がったヨ !!

　

海
に
囲
ま
れ
た
長
島
な
ら
で
は
の

お
祭
り
「
第
６
回
長
島
お
さ
か
な
祭

り
」
が
11
月
24
日
、
薄
井
漁
港
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ブ
リ
の
養
殖
日
本
一
の
長
島
が
誇

る
「
鰤
王
」
の
ほ
か
、
豊
か
な
恵
み

で
育
ま
れ
た
天
然
の
魚
介
類
な
ど
を

求
め
て
、
県
内
外
か
ら
約
１
万
５
千

人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

平
尾
保
育
園
の
園
児
ら
に
よ
る
踊

り
で
幕
を
開
け
、
買
い
物
客
ら
は
新

鮮
な
魚
介
類
や
加
工
品
な
ど
、
目
当

たくさんの買い物客で混雑する会場内↑

→
競
り
に
か
け
ら
れ
る

　

活
き
の
い
い
魚
介
類

↑大人気の模擬入札

↑島津悦子さんによる歌謡ショー

迫力の漁船パレードの様子

て
の
商
品
を
探
し
ま
わ
り
、
あ
ち
こ

ち
で
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
人
気
の
模
擬
入
札
で
は
新
鮮
な

魚
介
類
が
入
っ
た
ト
ロ
箱
一
つ
一
つ

が
次
々
に
競
り
に
か
け
ら
れ
、
競
り

人
の
気
合
の
入
っ
た
声
が
会
場
内
に

響
き
ま
し
た
。
競
り
落
と
し
た
参
加

者
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

港
内
で
は
、
大
漁
旗
を
な
び
か
せ

た
船
団
が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
観
客

ら
は
大
き
な
拍
手
で
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
東
町
漁
協
で

実
習
生
と
し
て
漁
業
体
験
を
し
た
鹿

児
島
水
産
高
校
の
２
、３
年
生
６
人

が
、
恩
返
し
と
し
て
祭
り
に
参
加
し

ま
し
た
。
ブ
リ
試
食
の
呼
び
込
み
や

販
売
す
る
魚
の
袋
詰
め
な
ど
を
手
伝

い
ま
し
た
。
南
九
州
市
の
上
野
嵐
君

（
２
年
）
は
「
は
じ
め
て
祭
り
に
参

加
し
た
け
ど
、人
が
多
く
て
驚
い
た
。

パ
レ
ー
ド
が
す
ご
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。
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秋の叙勲・町内２人が受章

永
年
貢
献
で
２
つ
の
表
彰

　

唐
隈
集
落
の
小
森
れ
い
子
さ
ん

が
、
永
年
貢
献
で
２
つ
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、工
業
統
計
調
査
を
７
回
、

商
業
統
計
調
査
を
２
回
な
ど
経
済
産

業
省
所
管
の
調
査
で
調
査
員
と
し
て

従
事
し
、
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調

査
統
計
審
議
官
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
11
月
５
日
、
川
添
健
町
長
か
ら

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

大
分
県
で
開
催
さ
れ
た
第
62
回
全
日

本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
国
大
会
に

出
席
し
、
出
水
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
連
絡
協
議
会
副
会
長
を
務
め
る

同
氏
は
、
育
成
会
運
動
の
推
進
に
努

め
、
福
祉
向
上
に
貢
献
し
た
こ
と
を

讃
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
小
森
さ
ん
は
「
ど
ち

ら
も
思
い
が
け
な
い
賞
で
驚
い
た
。

地
道
な
活
動
が
実
を
結
ん
だ
。
育
成

会
で
は
周
囲
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
コ
ツ
コ
ツ

と
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

↑
経
産
省
か
ら
の
感
謝
状
を
手
に
川
添
健
町
長
と

（
11
月
５
日
）

↑
育
成
会
表
彰
の
報
告
に
訪
れ
た

　

小
森
さ
ん　
（
11
月
12
日
）

　

山
門
野
上
集
落
の
池
田
重
志
さ
ん
が
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
50
年
５
月
か
ら
平
成
15

年
４
月
ま
で
７
期
28
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
東
町
議
会
議
員
に
在
職
さ
れ
、
平
成

７
年
５
月
か
ら
11
年
４
月
ま
で
の
間
、
同

議
会
副
議
長
を
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
温
厚
な
人
柄
で
責
任
感
が
強

く
、
物
事
に
積
極
的
に
取
り
組
む
行
動
力

の
持
ち
主
で
、
常
に
地
域
住
民
の
生
活
の

安
定
や
福
祉
向
上
に
意
を
注
ぎ
、
そ
の
卓

越
し
た
識
見
と
優
れ
た
指
導
力
は
、
広
く

住
民
の
信
頼
を
集
め
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
栄
え
あ
る
叙
勲
を
拝
受
し
光

栄
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
地
域
の
皆

旭
日
双
光
章
　
池
田
重
志
さ
ん

　

宮
ノ
浦
集
落
の
波
戸
憲
一
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
昭
和
37
年
３
月
、
東
京
警
視
庁

に
入
庁
さ
れ
、
平
成
11
年
３
月
ま
で
の
37

年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
時
警
視
庁

警
部
補
だ
っ
た
波
戸
さ
ん
は
、
今
回
の
受

賞
で
警
部
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
在
職
中
、主
に
交
通
機
動
隊（
白

バ
イ
隊
）
に
所
属
し
、
天
皇
陛
下
の
警
衛

に
何
度
も
任
務
さ
れ
た
ほ
か
、
箱
根
駅
伝

で
も
３
回
先
導
に
就
き
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
柔
道
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
も
熱

心
に
取
り
組
み
、
後
輩
に
も
慕
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
氏
は
「
継
続
は
力
な
り
。
さ
ま
ざ
ま

瑞
宝
単
光
章
　
波
戸
憲
一
さ
ん

さ
ん
の
あ
た
た
か
な
ご
支
援
と
ご
指
導
の

た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と

受
章
の
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。　

な
現
場
を
経
験
で
き
、
長
く
勤
め
て
良

か
っ
た
。
長
く
仕
事
が
で
き
た
の
も
妻
の

支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
奥
様
へ
の
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

↑
受
章
を
喜
び
笑
顔
の
波
戸
さ
ん

↑
受
章
を
喜
ぶ
池
田
さ
ん

小
森
れ
い
子
さ
ん
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i n f o r m a t i o n
　

平
成
19
年
6
月
に
公
布
さ
れ
、
平

成
21
年
4
月
1
日
か
ら
全
面
施
行
さ

れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全

化
法
）
で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の

決
算
を
提
出
し
た
後
、
健
全
化
判
断

比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）
と
、
公
営
企
業
会
計

の
資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
決
算
に
基
づ
く
長
島
町
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率 

　

①
実
質
赤
字
比
率

　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標

で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
一
般
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る

比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質
赤
字

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
通
し
て
の
赤
字
額
が
、
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。
本
町
の
全
て
の
会
計

は
黒
字
の
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

③
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
で
、

３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公

債
費
と
は
、
自
治
体
が
発
行
し
た
町

債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
な

ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の
実

質
公
債
費
比
率
は
９
・
５
％
と
な
り
、

早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

④
将
来
負
担
比
率

　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担
が
、
標

準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か

を
示
す
指
標
で
す
。
本
町
の
将
来

負
担
比
率
は
12
・
８
％
と
な
り
、
早

期
健
全
化
基
準
（
３
５
０
％
）
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の

資
金
の
不
足
額
が
各
企
業
の
事
業
の

規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
公
営

企
業
に
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

平成 24 年度指標 平成23年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 　　　－ ( ※ ) 　　　－ ( ※ )      14.65 20.0

②連結実質赤字比率 　　　－ ( ※ ) 　　　－ ( ※ )      19.65 30.0

③実質公債費比率   9.5 10.1    25.0 35.0

④将来負担比率	 12.8 17.2  350.0 　　　　

平成 24 年度指標 平成 23 年度 ( 参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

○長島町の平成 24 年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

★資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」お
よ
び「
経
営
健
全
化
基
準
」。

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が

「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず

れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化
基

準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期
健
全

化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再
生
基

準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政
再
生

団
体
」と
な
り
、「
財
政
再
生
計
画
」

を
策
定
し
、
国
、
県
の
強
力
な
関

与
の
下
で
確
実
な
財
政
の
再
生
を

実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す
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12
月
は
町
税
完
納
月
間
で
す

　
口
座
振
替
の
か
た
は
、
12
月
25
日
（
水
）
に
口
座
引
き
落
と
し
を

し
ま
す
の
で
、
預
金
残
高
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
完
納

月
間
」
と
定
め
、
町
税
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税

目
ご
と
に
納
税
組
合
長
を
通
じ
て

納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

12
月
27
日
（
金
）
が
最
後
の
納
付

期
限
と
な
り
ま
す
。

　

未
納
の
あ
る
か
た
に
は
、「
町

税
催
告
書
」
を
送
付
し
、
税
務
課

職
員
が
自
宅
や
職
場
を
訪
問
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。
自
ら
進
ん
で
12
月
の

「
町
税
完
納
月
間
内
」
に
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

社
会
保
険
料
の
控
除
対
象
で
す

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
は
、
平

成
25
年
分
の
確
定
申
告
ま
た
は
年

末
調
整
で
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
額
だ
け
が
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

証
明
書
は
、
税
務
課
で
発
行
し

ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
１
月
１
日
以

降
に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成

26
年
分
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
償
却
資
産
の
申
告
を
！

申
告
は
平
成
26
年
１
月
31
日（
金
）

ま
で
に

　

法
人
や
自
営
業
者
な
ど
で
、
そ

の
事
業
に
使
用
す
る
償
却
資
産

（
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
建
物
、

自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型

ＴａｘＮｅｗｓ
納期内納入にご協力ください。

［税だより］

自
動
車
等
は
除
く
）の
所
有
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償

却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
・

種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・
取
得

価
格
・
耐
用
年
数
・
見
積
価
格
な

ど
、
償
却
資
産
課
税
台
帳
の
登
録

お
よ
び
価
格
決
定
に
必
要
な
事
項

を
、
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
償

却
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村
長
に

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

期
限
内
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

町
県
民
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
）

介
護
保
険
料
（
6
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
6
期
）

12
月
は

の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
12
月
27
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］
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i n f o r m a t i o n

保育所入所児童を募集します
　平成 26 年度の保育所入所児童を募集します。

入所を希望されるかたは、入所申込書の提出が必

要となりますので、受付期間内に申し込んでくだ

さい。

　現在、保育所に入所している児童についても、

再度申し込みが必要になります。

※現在入所されている児童については、保育所

を通して申込書を配布します。

▼入所対象児童
　保育所に入所できる対象児童は、長島町内に住所

があり、両親および同居の家族全員が次のいずれか

に該当し、家庭で保育ができない０歳から小学校入

学前の児童です。

　①家庭外労働（居宅外に勤務している）

　②居宅内で家事以外の仕事についている

　③母親が出産の前後である（出産前後２カ月）

　④疾病・障がいなど（疾病などによる入院・通院、

　　または障がいを有している）

　⑤親族などの介護（長期にわたる病気・障がいな

　　どで、その介護に当たっている）

　⑥災害など

　　（火災やその他災害の復旧に当たっている）

　⑦その他

　　（その他町長が保育に欠けると認めたとき）

　※『集団生活を身につける』、『他の子に手がかか

　る』などは、入所申請の理由になりません。

▼受付期間＝ 12 月９日（月）～１月 17 日（金）
　※募集期間を過ぎて申し込みをした場合、入所で

　　きないことがあります。

　※各保育所の保育士数、入所定員などの関係で入

　　所できない場合や第１希望以外の保育所への入

　　所となる場合があります。

◎申込書配布場所・提出先
　役場町民福祉課児童福祉係
　☎（86）1157［直通］
　総合管理課町民係
　☎（88）5651［直通］

▼入所定員
　平尾保育園 50 人、指江保育園 60 人、

　まこと保育園 60 人、川床保育園 45 人、

　東保育園 90 人、　本浦保育園 20 人、

　伊唐保育園 30 人

　※その他町外の保育所についても受け付けます。

▼提出書類
　１．保育所入所申込書

　２．家庭状況の申立書

　３．保育できないことを証明するもの

　　①就労証明書（就労者）

　　②母子手帳（出産前後）

　　③診断書（疾病・介護など）

　４．保育料算定に必要な書類（両親分が必要）

　　①平成 25 年分源泉徴収票または確定申告の写

　　　し

　　②平成 25 年度町民税課税証明書　（平成 25 年

　　　１月１日、長島町外に居住していた人）

　   ※児童が祖父母などの扶養に入っている場合は

　　　祖父母などの①、②も必要です。　　　　

平成 26年度
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環境センター（☎ 75-0739）
リサイクルセンターエコリア北薩（☎ 84-4111）

衛生センター（☎ 82-1070）

　12 月 23 日（月）
［祝日：天皇誕生日］

休み 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）

　12 月 28 日（土） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）

　12 月 29 日（日） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 休み

　12 月 30 日（日） 特別受入（8 時 30 分～ 12 時 00 分） 休み

  12 月 31 日（火）～
1 月４日（土）

休み 休み

１月５日（日） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）

　 1 月６日（月）～ 通常受入 通常受入

年末・年始の「ごみ」と「し尿」受入日

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
年
末
年
始
の
「
ご
み
」
お

よ
び
「
し
尿
」
の
特
別
受
け
入

れ
を
行
い
ま
す
。

　

ご
み
を
処
理
す
る
環
境
セ
ン

タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

エ
コ
リ
ア
北
薩
で
は
、
年
末
の

大
掃
除
に
合
わ
せ
て
、
28
日
か

ら
30
日
、
１
月
５
日
の
日
曜
日

に
特
別
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
た
大
量
の
ご
み
な

ど
は
各
自
、
環
境
セ
ン
タ
ー
ま

で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理

す
る
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
23

日
と
28
日
、
１
月
５
日
に
特
別

受
入
れ
を
行
い
ま
す
。
清
掃
、

抜
き
取
り
を
計
画
さ
れ
る
人

は
、
町
内
の
許
可
業
者
へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
衛
生

課
環
境
衛
生
係
か
各
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 年

末
年
始
は
ご
み
の
特
別
受
入
れ
行
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係　

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

廃プラの適正処理は地域ぐるみで
　町では、農業用ビニールなどの産業廃棄物を
100％再生処理することにより環境保全型農業の
推進を図るうえで、年２回（６月と 12 月）、回
収に努めています。

　12 月の回収については、18 日（水）と 19 日（木）
の２日間、町内の４カ所で実施します。
　回収日、回収場所を確認し搬入してください。
詳細は、先般配布したチラシを確認ください。

回収日 回収時間 回収場所

12 月 18 日（水） 午前８時～ 10 時
JA 東事業所バレイショ選果場
伊唐漁港

12 月 19 日（木） 午前８時～ 10 時
JA 長島事業所バレイショ選果場
小浜漁港

↑肥料袋は同一のポリで紐を作って、
しっかりと固定を

↑さつまいも用黒マルチの回収状況

◎問い合わせ先　　役場農林課農政係
　　　　　　　　　☎（88）5670［直通］
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11
月

１
日

２
日
～
３
日

５
日

７
日

９
日

10
日

12
日
～
13
日

14
日

14
日
～
15
日

16
日

16
日
～
17
日

18
日

19
日

20
日
～
21
日

22
日

23
日

24
日

26
日

28
日

29
日

30
日

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会（
東
京
都
）

国
民
文
化
祭
研
修
視
察
（
山
梨
県
）

消
防
分
遣
所
建
設
地
選
定
委
員
会
（
長
島
町
役
場
）

花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

保
護
区
合
同
研
修
会
（
指
江
庁
舎
）

蔵
之
元
小
学
校
１
４
０
周
年
記
念
式
典（
蔵
之
元
小
）

あ
づ
ま
マ
ン
ダ
リ
ン
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会
（
町
民
体
育
館
）

第
８
回
長
島
町
文
化
祭（
文
化
ホ
ー
ル
）

全
国
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
予
算
要
望
活
動
（
東
京
都
）

町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給（
長
島
町
役
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
（
東
京
都
）

長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会

関
東
な
が
し
ま
会
第
７
回
総
会（
東
京
都
）

出
水
地
区
土
木
事
業
推
進
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

脇
崎
集
落　

京
泊
線
工
事
着
工
安
全
祈
願
祭（
脇
崎
）

出
水
地
区
開
発
促
進
協
議
会
要
望
活
動（
鹿
児
島
市
）

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
等（
東
京
都
）

全
国
水
産
業
振
興
漁
村
活
性
化
推
進
大
会（
東
京
都
）

北
薩
広
域
生
ご
み
処
理
場
研
修
視
察
（
志
布
志
市
）

県
国
保
地
域
医
療
学
会（
鹿
児
島
市
）

第
６
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り（
薄
井
漁
港
）

県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議
会
決
算
監
査
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合
議
会
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成
説
明
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
・
商
工
会
）

合
戦
場
漁
港
安
全
祈
願
祭（
梅
ノ
木
山
）

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
長
島

（
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
に
注
意
！

　

11
月
14
日
、
指
江
沖
に
仕
掛
け

た
タ
コ
籠
漁
で
、
猛
毒
を
も
つ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
が
掛
か
り
ま
し

た
。

　

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
は
茅
屋
漁
港

に
持
ち
込
ま
れ
、
北
さ
つ
ま
漁
業

協
同
組
合
の
職
員
が
確
認
し
ま
し

た
。

　

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
の
特
徴
は
、

体
長
10
㌢
ほ
ど
の
小
型
の
タ
コ

で
、
刺
激
を
受
け
る
と
青
い
輪
や

線
の
模
様
の
あ
る
明
る
い
黄
色
に

変
色
し
ま
す
。

　

日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

か
け
て
の
西
太
平
洋
熱
帯
域
・
亜

熱
帯
域
に
分
布
し
、
浅
い
海
の
岩

礁
や
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
福
岡
県

や
長
崎
県
な
ど
の
九
州
北
部
で
多

く
目
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
警

戒
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。　

　

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
の
唾
液
に
は

強
力
な
神
経
毒
で
あ
る
テ
ト
ロ
ド

ト
キ
シ
ン
と
い
う
成
分
が
含
ま
れ

て
お
り
、
人
間
で
も
噛
ま
れ
る
と

非
常
に
危
険
で
す
。
テ
ト
ロ
ド
ト

キ
シ
ン
は
解
毒
剤
が
な
く
、
呼
吸

困
難
に
つ
な
が
る
ま
ひ
を
引
き
起

こ
し
、
酸
素
不
足
か
ら
心
肺
停
止

に
至
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
を
見
つ
け
て

も
、
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

←体長は小さいが、噛まれると
　非常に危険

黄色い体をしたタコには注意を↓

危
険
!!
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色
鳥
や
子
に
読
み
聞
か
す
ア
ン
デ
ル
セ
ン
　
淵
脇
　
　
護

頬
染
む
る
我
が
身
に
似
た
り
酔
芙
蓉
　
　
　
中
橋
　
藤
七

指
揮
棒
に
色
な
き
風
の
従
へ
り
　
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

ね
ぎ
ら
ひ
の
色
と
も
思
ふ
大
夕
焼
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

た
を
や
か
に
舞
の
お
披
露
目
こ
ぼ
れ
萩
　
　
関
　
佳
代
美

葛
か
ず
ら
法の

り
め
ん面

に
貼
る
千せ

ん
め
い
し

枚
石
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

秋
夜
長
足
踏
み
ミ
シ
ン
動
き
出
す
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

捨い
つ

て
神
と
畏お

そ

る
る
古
墳
い
わ
し
雲
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

木
犀
や
ほ
の
か
に
香
る
や
さ
し
さ
よ
　
　
　
二
階
堂
恵
子

寝
返
り
の
嬰や

や

と
目
が
合
ふ
秋
う
ら
ら
　
　
　
山
嵜
加
代
子

頬
杖
に
亡
き
母
思
う
秋
の
暮
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

芋
畑
天
草
超
し
に
普
賢
岳
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

通
夜
の
席
が
今
日
よ
り
明
日
に
替
わ
る
刻と

き

出
づ
れ
ば
清す

が

し

十
三
夜
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

秋
深
む
山
峡か

い

ゆ
け
ば
と
り
ど
り
の
木
樹
の
紅も

み
じ葉
が
谷
間
に

枝し

だ垂
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

宙
を
蹴
り
流
木
の
天
馬
飛
躍
せ
り
造
形
美
展
に
夢
限
り
な

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

暮
れ
て
ゆ
く
庭
を
駆
け
ゐい

る
孫
二
人
心
の
愁う

れ

ひ
罪
と
思
へ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

肩
に
伝
ふ
手
の
温
も
り
に
目
覚
め
た
り
逝
き
し
夫
と
息
子

想
ほ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

［
短
歌
］

納
ぜ
ん
の
花
み
つ
す
っ
た
小
鳥
た
ち
な
き
声
残
し
わ
が
家

は
な
ご
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

母
逝
き
て
帰
る
古
里
遠
く
と
も
「
広
報
な
が
し
ま
」
絆
を

保
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
地　

雪
舞

年
終
る
あ
っ
と
思
う
ま
に
過
ぎ
去
り
し
思
い
出
来
ず
と
年

取
な
る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

職
退
き
て
通
ひ
し
店
に
も
別
れ
告
げ
ほ
ろ
酔
ひ
た
れ
ば
邯か

ん

鄲た
ん

の
夢ゆ

め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

［
俳
句
］

冬
の
陽
の
物
あ
た
た
む
る
如
照
り
渡
る　
　

宗
方　

清
明

　ぐっすり眠るだけでキレイに
痩せる！体を「痩せモード」に
する正しい睡眠のとり方を紹介
します。

ど
ん
ぐ
り
む
ら
の
ど
ん
ぐ
り
え
ん　

な
か
や　

み
わ　

作

　どんぐりむらのどんぐりえん
の子どもたちは、近頃とてもは
りきっています。もうすぐ年に
１度のお店屋さんまつりがある
のです。

ダ
イ
エ
ッ
ト
外
来
の
寝
る
だ
け
ダ

イ
エ
ッ
ト

佐
藤　

桂
子　

著

庭
隅
の
息
子
が
植
ゑえ

に
し
金
木
犀
一
年
に
し
て
花
咲
き
匂

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

真
向
ひ
の
海
穏
や
か
に
夕
映
ゑえ

て
天
草
灘
は
茜
に
染
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

手
を
取
り
し
吾
に
給
ひ
し
師
の
言
葉
忘
れ
難
し
も
終つ

い

の

御み
こ
え声

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

山
頂
に
六
メ
ー
ト
ル
余
の
巨
石
あ
り
神こ

う
ご
う
せ
き

籠
石
と
ぞ
里
人
は

言
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

庭
先
に
黐も

ち

の
実
赤
く
彩
れ
ば
鵯

ひ
よ
ど
り

密
か
に
食
ひ
初
め
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

背
に
負
ふ
は
母
親
な
ら
ん
駅
ホ
ー
ム
に
立
つ
青
年
の
物
腰

や
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

笑
ひ
つ
つ
溌
刺
運
動
せ
し
友
と
会
話
楽
し
み
傍そ

ば

去
り
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
現

在
、
長
島
町
役
場
と
指
江
庁
舎
で

申
請
と
発
行
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
３
月

の
期
間
長
島
町
役
場
の
み
で
行
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

平
成
26
年
度
長
島
町
奨
学
生

を
募
集

　

長
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
26
年
度
奨
学
生
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類

・
高
等
学
校

　

採
用
人
数
＝
若
干
名

　

貸
与
月
額
＝
２
万
円

・
大
学
な
ど

　

採
用
人
数
＝
若
干
名

　

貸
与
月
額
＝
４
万
円

○
応
募
資
格

　

町
内
に
保
護
者
が
居
住
し
、
平

成
26
年
４
月
に
高
等
学
校
ま
た
は

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
、
ま
た

は
在
学
中
の
生
徒
。

※
奨
学
資
金
は
、
他
の
制
度
と
二

重
に
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

○
提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
与
申
請
書

・
奨
学
生
推
薦
調
書

・
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

・
納
税
証
明
書

○
提
出
期
限

　

平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
９
［
直
通
］

記
帳
、
帳
簿
な
ど
の
保
存
制

度
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
、

帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
る
人
が
拡
大
さ
れ
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す
べ

て
の
人
（
所
得
税
の
申
告
が
必
要

な
い
人
も
含
む
）
が
、
売
り
上
げ

な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経

費
に
関
す
る
金
額
な
ど
を
帳
簿
に

記
載
し
、
そ
の
帳
簿
や
取
引
に
係

る
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書
類

を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

二
次
救
急
医
療
機
関
の
コ
ン

ビ
ニ
受
診
を
や
め
て

　

野
田
診
療
所
は
夜
間
一
次
救
急

診
療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
来

院
前
に
は
必
ず
電
話
で
状
況
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
診
察
日

　

毎
日
（
年
中
無
休
）

○
診
療
時
間

　

午
後
７
時
～
11
時

○
電
話
受
付

　

午
後
６
時
30
分
～
10
時
30
分

○
診
療
科
目

　

内
科
お
よ
び
小
児
科

○
受
診
上
の
注
意

・
夜
間
急
病
の
診
療
所
の
た
め
、

診
療
は
応
急
的
な
措
置
に
限
ら

れ
、
薬
の
処
方
も
原
則
１
日
分
で

す
。

・
受
診
時
は
、
健
康
保
険
証
、
受

診
料
金
な
ど
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

野
田
診
療
所

　

☎
（
84
）
２
０
２
３

　

出
水
郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
73
）
１
３
３
１

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
67
）
１
６
１
１　

　

毎
年
、
１
月
18
日
は
「
１
１
８

番
の
日
」
で
す
。
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
１
１
８
番
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

・
海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、

ま
た
は
目
撃
し
た

・
油
の
排
出
な
ど
を
発
見
し
た

・
不
審
な
船
を
発
見
し
た

・
密
航
、
密
輸
事
犯
な
ど
の
情
報

を
得
た　

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
２
０
５

「
本
物
。
鹿
児
島
県
」
北
薩
ホ

ン
モ
ノ
食
材
Ｐ
Ｒ
助
成
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
北
薩
地
域
の
農

林
水
産
物
生
産
組
織
や
各
種
団
体

な
ど
が
、
北
薩
地
域
の
農
林
水
産

物
を
県
内
の
消
費
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
の
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
必
要
な
費
用
を
助
成
す

る
事
業
で
す
。
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
申
請
書
な
ど
の
内
容
を
随
時

海
の
「
も
し
も
」
は
１
１
８
番

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
と
発
行
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審
査
し
、
事
業
効
果
が
高
い
と
認

め
た
場
合
、
当
該
団
体
に
助
成
の

決
定
を
行
い
ま
す
。
事
業
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
事
業
主
体

　

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会

○
助
成
対
象
者

　

北
薩
地
域
の
農
林
水
産
物
を
県

民
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
情
報

発
信
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
団

体○
助
成
対
象
経
費

　

情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
に
必
要

な
経
費

○
助
成
額

　

１
案
件
に
つ
き
最
大
20
万
円

○
募
集
案
件
＝
５
件

○
募
集
期
間

　

平
成
25
年
11
月
～
平
成
26
年
１
月

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
０
２

県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
頂
く
た
め
、
委
員
の
一

部
を
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

○
募
集
予
定
人
数
＝
４
人

○
応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上

（
平
成
26
年
２
月
１
日
現
在
）
で
、

自
ら
応
募
さ
れ
る
人

○
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
く
だ
さ
い
。

・「
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
審

議
会
」
公
募
委
員
応
募
申
込
書

・
作
文
（
８
０
０
字
程
度
）

　

テ
ー
マ
「
鹿
児
島
県
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
」（
様
式
自
由
）

○
募
集
期
間

　

11
月
25
日（
月
）～
12
月
24
日（
火
）

（
必
着
）

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
う
え
決
定
し
、
結

果
は
、
速
や
か
に
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
６
３
４

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
や
大
学
な
ど
に
入
学
、
在
学
す

る
子
ど
も
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を

対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

○
融
資
額

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
０
０
万

円
以
内

○
返
済
期
間
＝
15
年

※
母
子
家
庭
や
世
帯
年
収
が

２
０
０
万
円
、
世
帯
所
得
が

１
２
２
万
円
以
内
ま
た
は
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
な
ど
に
対
す
る

利
率
低
減
措
置
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

○
申
込
期
間

　

１
年
中
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
00
）
８
６
５
６

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率

が
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
８
％
の
う
ち
１
・
７
％

は
、
地
方
消
費
税
と
し
て
鹿
児
島

県
の
収
入
に
な
り
、
そ
の
半
分
が

市
町
村
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

○
引
き
上
げ
分
の
地
方
消
費
税
の

使
い
み
ち

　

年
金
、
医
療
、
介
護
の
社
会
保

障
給
付
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
経

費○
相
談
窓
口

　

各
税
務
署
に
「
改
正
消
費
税
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
県
や
市
町
村
に
も
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.pref.kagoshim

a.jp

「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

平
成
25
年
度
「
年
末
年
始
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

〇
運
動
期
間

　

12
月
10
日
（
火
）
～

　

平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）

〇
運
動
の
最
重
点

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

〇
運
動
の
重
点

・
早
朝
、
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
生
活
・
文
化
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
２
３
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↑加世堂氏の講演のようす

水産業振興シンポジウム

　11 月１日、町開発総合センターで第 10 回水
産業振興シンポジウムがありました。
　「新しい養殖への取組」をテーマに３人の講
師を招き、水産関係者など約 200 人が出席し
ました。
　鹿児島大学水産学部海洋センターの加世堂照
男氏は紅藻類のミリンやトサカノリの種苗生産
や養殖技術の開発について講演し、出席した水
産関係者らが新しい養殖の取り組みを学びまし
た。

殖の新しい取り組みを学ぶ養

造形美術展、今回も大好評

多の来場者 13 万人突破最
　10 月 19 日から 11 月 17 日までの 30 日間に
わたり開催された「第 15 回ながしま造形美術
展」では、史上最多の 13 万 3,509 人が来場し
ました。
　13 日には、鹿児島市から親子で初めて来場
した上村和孝さん一家が、来場 10 万人目とな
り、同展実行委員会から、長島の特産品が詰まっ
た記念品が手渡されました。
　上村さんは「妻の友達から造形展を教えても
らい、家族で行ってみようと思った。どの造形
物も細部までこだわっていて驚いた。３人の子
どもたちも喜んだ」と楽しんだ様子でした。

↑カメラの前でポーズする上村さん親子（造形展スタッフと）

青パト隊による交通安全パレードのようす↓

地域の安心・安全を願い

　10 月１日、川床３Ａ（石橋親信代表）によ
る広報パレードが実施されました。
　石橋代表は「高齢者による交通死亡事故が多
発している。先頭に立って、地域の安心・安全
をうながしましょう」とあいさつし、青色の回
転灯をつけた車列が町内を巡回しました。

パト隊が町内をパトロール青
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新たな雇用へ期待

　東町漁業協同組合（長元信男組合長）が建設
していた水産物総合加工場が完成し、10 月 31
日、安全操業祈願祭と落成式がありました。
　新加工場は、単身世帯の増加や食のニーズの
変化など社会環境の変化に対応すべく、これま
で利用度の低かった安価な魚やブリの中落ち、
アオサを使った加工品などを手掛けます。
　祭事には長元組合長をはじめ、工事関係者や
組合員など約 130 人が出席しました。
　午後の落成式では、石塚政廣副町長が「新た
な加工場が雇用の場を創出し、町の発展、水産
業の活性化につながることに期待したい」と祝
辞を述べました。

合加工場が完成総

サ与え、野生のカモなつくエ
伊唐の濱マサコさん

　伊唐北港で１羽の野生のマガモがなつき、話
題となっています。
　マガモをなつかせたのは、同集落の濱マサコ
さんで、港近くに住む濱さんは夏ごろから、１
羽のマガモが港内で鳴く姿を見て、パンを与え
るようになりました。毎日声をかけながら、エ
サを与え続けるうちにかわいがるようになり、
姿を見せない日があると心配でたまりません。
　昼間、マガモは仲間たちと遊んでいるようで
すが、夕方、濱さんが呼び寄せると、沖の方か
ら鳴き声をあげながら水面を泳いで、近寄って
きます。
　濱さんは「エサをやるのが生きがいになった。
かわいくてたまらない。淋しくなるかもしれな
いが、仲間と一緒に飛び立ってほしい」と話し
ました。

↑新加工場前でテープカットする長元組合長（中央）ら

←与えられたエサ
をついばむカモ

↑岸壁からエサを
投げ与える濱さん

15 広 報 な が し ま



地災害を未然に防ぐ山
山地防災パトロール隊結団式

　県森林土木協会出水市部（春田勝俊支部長）
は、10 月 29 日、山地防災パトロールの結団式
を出水市で行いました。
　同パトロールは、同支部会員の建設業者で構
成され、地域における山地災害の未然防止と地
域住民の防災意識の向上を図ることを目的に結
成され、長島町、出水市、阿久根市、さつま町
で活動します。
　今後、関係市町村と連携して取り組むことと
しており、地域における山地防災活動の核とし
て、その活動が期待されます。

創立記念式典

之元小 140 年の歴史蔵
　11 月９日、蔵之元小学校（星野勤校長）で
創立 140 周年記念式典があり、児童や保護者
のほか歴代ＰＴＡ会長らが出席しました。
　式では星野校長が式辞を述べた後、有馬清章
ＰＴＡ会長が明神ヶ浜での水泳授業や、グラウ
ンドのセンダンの木など、本校での思い出を話
し、あいさつしました。
　児童代表の言葉では、下塩見理紗さん（６年）
が「親子 2 代で記念式典を迎えた。とても大好
きな学校。これからもっと良い学校にして」と
在校生にエールを送り、最後に全校児童で校歌
を斉唱しました。↑校歌斉唱する児童ら

↑結団式に出席した会員ら

↓雄たけびをあげながら、剣を交える選手

びっ子剣士が吠えるち
マンダリン旗争奪少年剣道大会

　第 21 回あづまマンダリン旗争奪少年剣道大
会が、11 月 10 日、町総合町民体育館でありま
した。
　県内外から小学生の部に 14 チーム、中学生
男子の部に 13 チーム、同女子の部に９チーム
が参加しました。大会結果は次のとおりです。

【小学生】優勝　野田剣道スポーツ少年団（出水市）
【中学生男子】優勝　大津中学校（熊本県大津町）
【中学生女子】優勝　城西中学校（鹿児島市）
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屋と蔵之元が２連覇達成茅
第８回壮年ミニバレーボール大会

　11 月５日と６日の２日間、第８回壮年ミニ
バレーボール大会が開催されました。
　この大会はスポーツに参加する機会が少ない
壮年層に機会を与え、体力向上と健康増進を図
るため町スポーツ推進委員会が毎年開催してい
ます。
　男子 14 チーム、女子 12 チームの計 26 チー
ムが総合町民体育館とＢ＆Ｇ体育館で熱戦を繰
り広げ、見ごたえのある試合に会場も多いに盛
り上がりました。大会結果は次のとおりです。

【男子の部】　優勝　茅屋ＳＣ　　
【女子の部】　優勝　蔵之元Ａ

島、獅子島の魅力を発信長
アイランダー 2013

　11 月 23、24 日の２日間、東京都豊島区の池
袋サンシャインシティで、アイランダー 2013
が開催されました。
　本町から獅子島の水産加工グループ「島のご
ちそう」が出展し、長島の魅力を発信しました。
　同展は全国の離島から約 70 のブースが出展
し、本町ブースでは獅子島で獲れた水産加工品
や、温州ミカンやサツマイモなど、町の特産品
を買い求める人でにぎわい、２日目には用意し
たすべての商品を完売しました。
　来場者の中には、長島の場所や見どころを熱
心に聞き「ぜひ、遊びに行ってみたい」と目を
輝かせる人もいました。

↓演奏会の最後は出演者全員での合同ステージ

↑来場者でにぎわう本町のブース前

↑白熱した試合が繰り広げられた館内

察官が魅せる楽しいステージ警
ふれあいコンサートｉｎ長島

　11 月 30 日、県警察音楽隊による演奏会「ふ
れあいコンサートｉｎ長島」が、町開発総合セ
ンターでありました。
　本町では 15 年ぶり２回目となる同演奏会に、
約 450 人が訪れ、会場内後部では立ち見の鑑
賞となりました。第１部のあおい幼稚園や町内
の３中学校の吹奏楽部などによるステージのあ
と、第２部で県警音楽隊の本格的な演奏が素敵
な音色を奏でました。
　長島中学校 2 年の荒川綾音さんは「ステー
ジでの演奏は緊張したけど、自分の演奏ができ
た。お巡りさんたちの演奏は音色に迫力があっ
た」と感動した様子でした。
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（　）内は前月比

11,236(  ｰ 1)
  5,422(  ｰ 7)
  5,814( +6)
  4,448(  +8)

平成 25 年 11 月 30 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑自然石を使った手作りのガーデン

　

今
回
の
景
観
だ
よ
り
は
、
本
町
が
自
然

石
を
使
っ
た
景
観
づ
く
り
を
始
め
る
ず
っ

と
前
か
ら
、
自
然
石
を
使
い
自
宅
裏
に
見

事
な
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
手
づ
く
り
さ

れ
て
い
る
か
た
を
紹
介
し
ま
す
。

　

火
ノ
浦
の
信
号
手
前
２
０
０
㍍
程
の
と

こ
ろ
で
、
理
髪
店
を
営
む
中
村
一
生
さ
ん

は
、
35
年
ほ
ど
前
の
洪
水
に
よ
り
理
髪
店

裏
の
斜
面
が
崩
れ
ま
し
た
。
そ
の
崩
落
個

所
を
補
修
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
自
分

で
持
て
る
ほ
ど
の
石
を
運
び
、
裏
の
斜
面

を
利
用
し
、
コ
ツ
コ
ツ
と
手
作
業
に
よ
る

５
段
の
石
積
み
ガ
ー
デ
ン
を
造
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

石
積
み
の
天
板
に
は
セ
ン
リ
ョ
ウ
や
ト

ケ
イ
ソ
ウ
な
ど
、
一
年
中
楽
し
め
る
花
木

な
ど
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

理
髪
店
裏
と
な
る
た
め
、
県
道
か
ら
は

見
え
づ
ら
い
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
興
味

の
あ
る
か
た
は
是
非
一
度
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。 自

然
石
を
使
っ
た

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
火
ノ
浦　

中
村
一
生
さ
ん

第
７
回
関
東
な
が
し
ま
会
総
会

飛
び
交
う
長
島
弁

　

長
島
町
出
身
の
関
東
在
住
者
で
つ

く
る
、
関
東
な
が
し
ま
会
（
児
島
寛

会
長
）の
第
７
回
総
会
が
11
月
17
日
、

東
京
都
台
東
区
の
上
野
精
養
軒
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
３
０
人
余
り
の
長
島
町

出
身
者
が
集
い
ま
し
た
。
物
故
者
へ

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
児
島
会

長
か
ら
「
長
島
は
元
気
が
あ
る
。
地

元
は
心
の
支
え
。
長
島
を
応
援
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
川
添
健
町
長
が
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
、
長
島
の
近
況
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
「
島
美
人
」
を
交
わ

し
、
昔
話
に
花
を
添
え
、
笑
い
声
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

↑長島弁が飛び交い、にぎわう会場内
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
年
末
を
迎
え
、
慌
た
だ
し
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
１
年
を
振
り
返
る
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
が
経
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
年
初
め
に
た
て
た
目
標

が
達
成
で
き
た
人
、
ま
た
、
そ
う

で
な
か
っ
た
人
。
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
で
年
の
瀬
を
迎
え
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
が
良
い
年
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

良
い
お
年
を
。（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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秋
も
深
ま
り
、
今
年
も
長
島
路
を

黄
色
い
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
が
彩
り
ま
し

た
。

　

紅
葉
の
少
な
い
長
島
を
鮮
や
か
に

彩
る
初
冬
の
主
役
で
す
。

　

沿
道
に
限
ら
ず
、
ツ
ワ
ブ
キ
は
指

江
の
ス
ト
ー
ン
パ
ー
ク
に
も
８
千
株

が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

町
で
は
株
を
増
や
す
た
め
、
蔵
之
元

地
区
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
育
苗

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ビ
オ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
も
色
鮮

や
か
に
咲
き
誇
り
、
ツ
ワ
ブ
キ
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
町
を
囲
み
ま
し

た
。　

島
を
囲
む
黄
色
い
輪

（
県
道
葛
輪
瀬
戸
線　

塩
追
入
口
付
近
）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

３ ４

２０１４１
１ ２

１０ １１５ ６ ７ ８ ９

１７ １８１２ １３ １４ １５ １６

２４ ２５１９ ２０ ２１ ２２ ２３

２６ ２７ ２８ 2/1２９ ３０ ３１

元日

○飯尾医院 88-5040
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○金子歯科医院 63-2150
□メープル薬局 62-9292
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇しみずこども医院 68-0633

○鷹巣診療所 86-0054
○林泌尿器科クリニック64-8800
○さくら通りクリニック 62-2311
○有村産婦人科・内科 73-4180
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

○長島クリニック88-6405
○友愛クリニック 64-2101
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○上園医院 73-1055
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011
◇こどもクリニック永松64-1500

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○太田歯科クリニック 84-4700
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○門松医院 64-6100
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇キッズクリニック 63-7707

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○東医院 67-1861
○山田クリニック 72-0420
○上野歯科医院 63-2306
□こがね薬局 64-1132
□あじさい薬局 67-2055
□よつば薬局 79-4331
□長島調剤薬局 64-5555

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○林胃腸科外科 73-3639
○こじま歯科医院 63-2306
□あすか薬局 63-7322
□上野薬局 72-1016
□しおかぜ薬局 88-6011
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○奥田蘇明会医院 82-3998
○つかさとクリニック 67-5560
○阿久根眼科 72-0040
○福原歯科医院 63-2501
□いまがま調剤薬局 65-7550
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●１月 13日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を
祝いはげます」ことを趣旨としています。


